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１．原子力安全委員会の役割

• 安全に係る科学的判断をより確実に行うため、保安院など
の規制行政庁とは別に原子力安全委員会が設置されている。

専門的・中立的な立場から議論を尽くし、自ら判断する。

• 規制行政庁に対し、あらかじめ検討に当たって考慮すべき
点を提示し、検討に不足がないようにする。
また、検討・報告内容をチェックし、意見を表明し、必要
あれば勧告や報告聴取を行う。

• 検討の過程は公開し、判断の透明性を確保する。
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答　申

２．原子力安全委員会の位置付け

［建設段階］　 設計・工事方法の許可、
　　　　　　　　使用前検査、保安規定の許可 等
　
［運転段階］　 施設定期検査、
　　　　　　　　保安規定の遵守状況の検査　等
　
［廃止措置段階］保安規定の遵守状況の検査、
　　　　　　　　廃止措置計画の許可　等

設置許可等の後の
安全規制（後続規制）

［設置・変更許可段階］
　設置許可等のための安全審査

定期的な報告

監視・監査

諮　問

原子力安全委員会

事故・トラブル等の対応

報　告

対応方針の指示等

規制行政庁による安全審査結果の
妥当性を審査
（２次審査、ダブルチェック）

規制行政庁の後続規制を
監視・監査（規制調査の実施）

事故・トラブル等の状況、
対応状況等の報告聴取

内閣総理大臣を通した勧告

規制行政庁
（経済産業省等）

所管大臣
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３．ＭＯＸ燃料の利用に関する
　　　　　　　　　　主な安全審査指針類

○目的

ＭＯＸ燃料を装荷する原子炉の安全審査の際の指標作成

○適用範囲

ペレットの核分裂性プルトニウム富化度は　約８％以下

ペレットのプルトニウム含有率は　約１３％以下

燃料集合体の最高燃焼度は　４５，０００ＭＷｄ/ｔ

ＭＯＸ燃料の炉心装荷率は　１／３程度まで

検討結果

国内外の実験結果等を踏まえた検討の結果、

☆ＭＯＸ燃料の特性、挙動は、ウラン燃料と大きな差はなく、ＭＯＸ燃料及びそ
の装荷炉心は従来のウラン燃料炉心と同様の設計が可能。

☆従来ウラン燃料炉心に用いている判断基準、ＭＯＸ燃料の特性を適切に取り込
んだ安全設計手法、安全評価手法を適用することは差し支えない。

「発電用軽水型原子炉に用いられる混合酸化物燃料について」
　　　平成７年６月　原子力安全委員会了承（「１／３ＭＯＸ報告書」）
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４．女川原子力発電所３号炉の
　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＸ燃料の基本仕様

• 燃料集合体の装荷体数　　　　　　　　　　５６０体

– うちＭＯＸ燃料の装荷体数　　（最大）２２８体

– 炉内の全金属の初期重量に対するＭＯＸ燃料棒に含まれる全金属の初
期重量の比は１／３以下。

• ＭＯＸ燃料

– 核分裂性プルトニウム富化度（ペレット）　　　　　６ｗｔ％以下

（燃料集合体平均ウラン２３５濃縮度　　　 約３．０ｗｔ％相当以下）

– プルトニウム含有率（ペレット） 　１０ｗｔ％以下

燃料集合体平均燃焼度　　　　　　　　　　　 ３３，０００MWd／t
– 燃料集合体最高燃焼度　　　　　　　　　　４０，０００MWd／t

• （参考）９×９燃料集合体（Ａ型及びＢ型）

– 燃料集合体平均ウラン２３５濃縮度　　　約３．７～３．８ｗｔ％

– 燃焼集合体平均燃焼度　　　　　　　　　　４５，０００MWd／t
– 燃料集合体最高燃焼度　　　　　　　　　　５５，０００MWd／t
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５．女川原子力発電所３号炉に係る
　　　　　　　　　　　　安全審査の体制

今回の女川３号機に係る安全審査の場合（合計　8名）
○早田委員長代理、久住委員、小山田委員、久木田委員
○外部の専門家　４名
　・阿部　豊　　（国）筑波大学大学院 システム情報工学研究科

　構造エネルギー工学専攻　教授 　
　・木口　高志　（独）原子力安全基盤機構　技術参与
　・永瀬　文久　（独）日本原子力研究開発機構　安全研究センター

　燃料安全評価研究グループ　研究主幹
　・廣瀬　勝己　　上智大学　理工学部　物質生命理工学科　客員教授　　

原子力安全委員会

回　答

質　問
規制行政庁

説　明
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６．ＭＯＸ燃料を装荷する原子炉施設に係る
　　　　主な安全審査のポイント（１/２）

❖熱中性子を吸収し　
　やすい

❖熱中性子を吸収し　
　やすい

❖制御棒の効き方の低下❖制御棒の効き方の低下

❖燃焼に伴う反応度
　低下割合が小さい　

❖燃焼に伴う反応度
　低下割合が小さい　

❖燃焼が進んだ時点で
　出力が高くなりやすい

❖燃焼が進んだ時点で
　出力が高くなりやすい

❖急激な出力上昇の速
　度増加

❖急激な出力上昇の速
　度増加

❖遅発中性子の寿命が
　短く、その割合が減
　る

❖遅発中性子の寿命が
　短く、その割合が減
　る

ＭＯＸ炉心の原子炉停止余裕について、
ウラン燃料と同様に十分な余裕があり、
従来のウラン炉心が有する設計余裕の範
囲内で十分対応できることを確認。

ＭＯＸ炉心の原子炉停止余裕について、
ウラン燃料と同様に十分な余裕があり、
従来のウラン炉心が有する設計余裕の範
囲内で十分対応できることを確認。

ＭＯＸ燃料でもウラン燃料と同様に、原
子炉運転全期を通して設計の範囲内で運
転できることを確認。

ＭＯＸ燃料でもウラン燃料と同様に、原
子炉運転全期を通して設計の範囲内で運
転できることを確認。

ＭＯＸ炉心でもウラン炉心と同様に、出
力の急激な変動が抑えられ、安定した出
力で運転できることを確認。

ＭＯＸ炉心でもウラン炉心と同様に、出
力の急激な変動が抑えられ、安定した出
力で運転できることを確認。

主な特徴 安全上の課題 安全委員会の確認

ウラン燃料と比較したＭＯＸ燃料の核的特性の特徴

❖ペレット周辺部の発熱
割合の上昇

❖ペレット周辺部の発熱
割合の上昇

運転時の異常な過渡変化時にあっても、
燃料破損を生じる発熱量にならないこと
を確認。

運転時の異常な過渡変化時にあっても、
燃料破損を生じる発熱量にならないこと
を確認。
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６．ＭＯＸ燃料を装荷する原子炉施設に係る
　　　　主な安全審査のポイント（２/２）

主な特徴 安全上の課題 安全委員会の確認

ウラン燃料と比較したＭＯＸ燃料の物性・照射挙動の特徴

❖融点及び熱伝導度が
低い

❖融点及び熱伝導度が
低い ❖燃料の融点の低下❖燃料の融点の低下

❖プルトニウムスポッ
トの存在の可能性

❖プルトニウムスポッ
トの存在の可能性

❖局所的燃焼や発熱の発
生の可能性

❖局所的燃焼や発熱の発
生の可能性

❖核分裂生成（ＦＰ）
ガスの放出率が高い

❖核分裂生成（ＦＰ）
ガスの放出率が高い

ＭＯＸ燃料の融点に対する余裕は確保で
き、異常時においても燃料が溶けること
はなく、その健全性が保たれることを確
認。

ＭＯＸ燃料の融点に対する余裕は確保で
き、異常時においても燃料が溶けること
はなく、その健全性が保たれることを確
認。

生じる可能性のある程度のプルトニウム
スポットによる燃料の破損は無く、その
健全性が保たれることを確認。

生じる可能性のある程度のプルトニウム
スポットによる燃料の破損は無く、その
健全性が保たれることを確認。

❖燃料棒内圧が上昇❖燃料棒内圧が上昇
ＭＯＸ燃料棒をウラン燃料棒に比べて内
圧の上昇抑制するように設計することで、
その健全性が保たれることを確認。

ＭＯＸ燃料棒をウラン燃料棒に比べて内
圧の上昇抑制するように設計することで、
その健全性が保たれることを確認。
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７.結　論

　災害防止に係る以上の調査審議の結果から、
本原子炉の設置変更後においても原子炉施設
の安全性は確保し得るものと判断する。

　災害防止に係る以上の調査審議の結果から、
本原子炉の設置変更後においても原子炉施設
の安全性は確保し得るものと判断する。
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